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｢実験の現状とこれから｣コメン ト
阪大 基礎工 長谷田泰一郎
ランダム系において①ミクロな不均一性を越えて協力的なsharpな相転移が存在する
ものなのか,④あるいは転移点の分布が不可避であって測定量によってはbroadな転
移にみえるのが本質的なのか,④そもそもlongrangeorderというものはランダム系の
中でどのように定義できるのか,等のランダム系の興味の主柱に対して実験として白黒
をつけたいわけであるが仲々に難かしい｡
試料中のランダムさについて必要な記述は何であるのか｡
濃度だけでは全く不充分であることは明らかである｡我々はMn(MgorZn)F
Hについて約 100gの溶質をとかした液 1βから析出する結晶を数mgずつ分
て試料中の濃度分布の上限を確認した｡最小限試料中の濃度巾(の上阪 )試料
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